
中学英語の学力テストが変わります
年度

2021 年度より新しい学習指導要領が中学校で実施され，英語は学習する内容に大きな変化があります。

弊社の学力テストでも新学習指導要領に合わせた変更点がございますのでご案内いたします。

小学校で英語が教科化され，特に中学１年の一学期 ( 小学校の復習を兼ねた学習 ) での履修進度が早くなりました。

それに合わせて，全体的に各文法事項の出題時期が早くなっています。

■全体的に進度が早くなります

中学１年のカリキュラムでは，従来「be 動詞から学ぶ教科書」と「一般動詞から学ぶ教科書」の

ふたつの種類があったため，弊社学力テストでは 6 月～ 10 月テストを選択問題としていました。

新しい教科書では，どの教科書も be 動詞と一般動詞をほぼ同時に習うので，中学１年冒頭の選択問題はなくなります。

また弊社学力テスト「中学１年の４月･５月テスト」は，今年より「小学校の総まとめ」として４技能の問題を出題します。

※「２．中学１年の４月･５月テストをリニューアル」を参照。

新たに中学校で学習する「現在完了進行形」「原形不定詞 ( let[ help ]+ 人 + 動詞の原形 )」「仮定法」を

弊社学力テスト中学３年のカリキュラムに追加しています。

■中学１年の冒頭カリキュラムを変更しました

■中学３年に新しい文法事項を追加しました

１. カリキュラムの変更

従来，中学１年の４月･５月テストは，英語の初学習者が受ける

テストとして「アルファベット」「単語」が中心のテストでした。

2020 年度より小学校でも英語が教科化され

2021 年度から「小学校の総まとめ」として

リスニング･スピーキング･リーディング･ライティングの

４技能を問う問題を出題します。

小学校での学習が，どの程度まで定着しているか

弊社学力テストを受験して測ることが可能です。

弊社の春期講習用テキスト「練成ゼミ中１標準編・α」には，付加冊子
「新学習指導要領対応～新しい英語のテストへの対策～」がついております。
収録されている問題の形式は，リニューアルした中学１年４月･５月テスト
とほぼ同じですので，テスト対策としてお使いいただけます。
ぜひご購入ください。

２. 中学１年の４月･５月テストをリニューアル
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